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1 はじめに

近年，ネットワークを介して相互接続できるテレビ，
HDD レコーダ，エアコンといった家電，いわゆるネッ
トワーク家電が登場している.それらは，各家電をネッ
トワークを介して接続しているのでホームネットワーク
システムと呼ばれている.それに伴い，それらのネット
ワーク家電を PCや携帯端末で宅内や宅外から操作する
といったシステムや携帯端末からコンテンツを閲覧する
といったシステムが開発されてきている [1]. 例えば，も
うすぐ帰宅するので携帯端末からエアコンの電源を付け
たり，外出先から予約したいテレビ番組があるので予約
するといったものが挙げられる.しかし，宅外から操作
するには通信速度や，実際には目前に家電がないので宅
内での操作のように複雑にはできないといった問題があ
る.また，家電機器操作するためにシステムを利用した
際には宅外専用のシステムと宅内専用のシステムを用い
る必要がある.しかし，それらのシステムの切り替えが
面倒，またシステム間のデータ継承や設定の共有ができ
ないといった問題もある. 　　
本研究では，上記の問題を一元的なシステムを用い，

ユーザの宅内，宅外の状況を考慮したプロファイリング
によるネットワーク家電の機器制御方式を提案する.

2 問題点

2.1 DLNA
Digital Living Network Alliance(DLNA)[2] は，テレ

ビ，HDD レコーダ，PCなどのデジタルコンテンツを
扱う AV 機器の情報家電同士がローカルネットワーク
を介して，相互接続するためのガイドラインを規定して
いる標準団体である.DLNA ガイドラインには，ローカ
ルネットワークに接続している異なるベンダの情報家
電同士の通信に利用するプロトコルや機能，デジタルコ
ンテンツのフォーマットの種類を規定している.DLNA
ガイドラインの通信規格は，UPnP Forumが規定した
UPnP(UniversalPlugandPlay)が採用されている. また，
レコーダに保存されているデジタルコンテンツのリスト
を取得したり，デジタルコンテンツを再生したりするな
どの AV 機器に特化した機能，操作方法は，UPnP AV
Architectureで規定されている.
2.2 宅外での操作システムの問題
宅外での問題として操作の複雑性が挙げられる.例え

ば，外出先から携帯端末でテレビ番組を予約する時，数
ある家電の中から操作する HDD レコーダを選択する，

†同志社大学理工学部情報システムデザイン学科
‡同志社大学大学院工学研究科情報工学専攻

TV
HDDレコーダ エアコン

ホームサーバ

携帯端末

無線
ルータ

ゲートウェイ

プロファイル
インターネット

携帯端末

図 1 接続の全体図

HDD レコーダの電源を付ける，予約ができる状態にす
る，チャンネルを選ぶ，時間を設定するといった一連の
動作が必要となる.操作する家電が多いほどこのような
操作は複雑になってしまう.
2.3 宅内での操作システムの問題
宅内専用のシステムを使うため，通信距離に制限があ
りユーザは宅内での操作に限られてしまう.
2.4 切り替えの問題
宅外と宅内を切り替える際には，それぞれのシステ
ムが必要となる.そのため，それぞれのシステム間では
データの共有や継承ができない.例えば，宅内のシステ
ムで接続して HDDレコーダにお気に入りというコンテ
ンツを作成したとする.しかし，システム間でデータの
共有はできないため，宅外から異なったシステムで接続
すると HDDレコーダには宅内で作成したお気に入りの
コンテンツは設定されていない.

3 提案手法

3.1 概要
本研究では宅外での接続としては SOAP手法による
接続，宅内での接続としては Wi-Fi による接続を行う.
また，状況に対応したロケーションプロファイルをホー
ムサーバが保持することにより，ユーザの状況を考慮し
て機器の操作を制御する.前提条件として，複数のネッ
トワーク家電がホームサーバに接続されていて相互接続
が可能であるとする.また，各家電機器を操作する携帯
端末はスマートフォンとする.各家電機器と携帯端末の
接続の全体図を図 1に示す。
3.2 宅外での操作
外出先からホームネットワークに接続するために

SOAP手法を用いる.SOAPとは，HTTPと XML をベー
スとして，他のコンピュータにあるデータやサービスを
呼び出すためのプロトコルである.SOAP手法では，イ
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図 2 処理フロー

ンターネットとホームネットワークの間にホームゲート
ウェイを設置し，インターネットを介してメッセージを
送受信する. 提案手法では，3G回線でインターネット
からゲートウェイを介してホームサーバに接続し，プロ
ファイルにより状況に応じた家電機器の操作を行う．
3.3 宅内での操作
宅内でホームサーバに接続するために Wi-Fi を用い

る.また宅内では携帯端末の識別による機器制御のみを
行う.携帯端末の識別には，ユーザ情報を取得すること
で行う.宅内ではゲートウェイを介さずに無線ルータを
通してホームサーバに接続し，プロファイルにより状況
に応じた家電機器の操作を行う．
3.4 切り替えシステム
宅外と宅内の切り替えには，Wi-Fi ルータが一定時間

間隔で信号を送り続け，受信できれば宅外から宅内の操
作システムに，受信できなけなれば宅内から宅外の操作
システムに切り替える.
3.5 プロファイル
本研究ではユーザの状況を考慮して機器制御を行うた

めにホームサーバがプロファイルを保持し，状況に対応
した画面を携帯端末に表示する.例えば，外出先からテ
レビを操作することはないと考えられるので，テレビに
関しては操作できなくし携帯端末には表示しないといっ
たものである.ホームサーバは接続した携帯端末のユー
ザの状況に応じて，データベースからプロファイルを探
索し携帯端末からの家電機器の操作を制御する．プロ
ファイルは，ユーザが状況に応じて設定が可能である．
3.6 処理フロー
提案手法の処理フローを図 2に示す．

宅外での処理フロー
(1)無線 LAN の信号を探索
(2)信号を受信できなければ NULL を返し宅外のシ
ステムを設定
(3)(4)(5)3Gでユーザ情報の送信
(6)ユーザのプロファイルをデータベースから探索

(7)プロファイルに沿った可能な操作メニュー及び
コンテンツの割り出し
(8)(9)(10)割り出したものと共に家電リストを送信
(14)コマンド分析
(15)コマンド送信・コンテンツ要求
(16)(17)(18)(19)コマンド実行結果・コンテンツ送信

宅内での処理フロー
(1)無線 LAN の信号を探索
(2)宅内のシステムを設定しユーザ情報を送信以降
の処理はゲートウェイを通さず無線ルータと携帯端
末が直接繋がっているだけで宅外での処理フローと
同じである．

4 考察

4.1 利点
本研究の提案手法はユーザの状況に応じて家電機器の
操作を制御することができる.そのため，携帯端末から
各家電機器を操作する際に複雑な操作を避け，より容易
で単純な操作が可能になる.また，各ユーザがそれぞれ
プロファイルを設定することで自分に対応した自由で柔
軟なホームネットワークが構築できる.
提案手法では単純に宅外，宅内としか分けていない
が，例えば宅外でも自宅から近かったり遠かったり様々
な場合が考えられる.
4.2 位置情報の取得
本研究では携帯端末にスマートフォンを使っているた
め，GPS機能が利用可能である.GPSによって位置情報
を取得することにより，同じ宅外でもその位置に対応し
た機器制御が可能となる.例えば，はじめにで述べたよ
うに，家からある程度近い距離に来ると，エアコンの操
作を可能にするといったものである.
位置だけではなく，他にも時間，天気，気温，季節と
いった様々な要素が考えられる.本研究では，プロファ
イリングによって家電機器の制御を行っているためそれ
らの情報を取得さえすれば，それに対応した機器制御が
可能である.

5 まとめ

本研究ではネットワーク家電の操作についてロケー
ションプロファイルを用いたネットワーク家電制御方式
を提案した.今後は，例えば AR のような技術と組み合
わせて家電機器の操作をより容易にわかりやすくすると
いったような，柔軟なシステムを構成することを目標と
する.
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